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舘脇先生を偲んで

藻類 Jpn. J. Phycol. (Sôrui) 62: 107-110, July 10, 2014

　北海道大学名誉教授で，長きにわたり本藻類学会会員でもあ
りました舘脇正和（たてわき　まさかず）先生は，平成 25年
11月 2日の早朝に北海道江別市のご自宅で心不全のため急逝
されました。享年満 80歳でした。
　舘脇先生は昭和 8年 5月 23日に北海道名寄市にお生まれに
なり，昭和 32年 3月に北海道大学理学部生物学科（植物学専
攻）をご卒業後，同大学院理学研究科に進学されました。昭和
39年 8月に同大学院を単位取得後に中途退学し，北海道大学
理学部助手に着任されましたが，後に配置換えにより昭和 42
年に同学部附属海藻研究施設の助手となられました。昭和 42
年 6月には，「緑藻ヒトエグサ属植物数種の培養による生活史
の研究」により北海道大学から理学博士の学位を授与されまし
た。その後，昭和 45年 4月に同助教授を経て，同 62年 4月
に同教授に昇任，同時に同研究施設長を併任されました。平成
9年 3月 31日に定年により退職され，同年 4月に北海道大学
名誉教授の称号を授与されました。
　舘脇先生は昭和 36年 4月から 2年間，米国ハスキンス研究
所の海洋生物学部門に留学され，藻類の無菌培養・栄養生理学
の第一人者であったプロバソーリィ博士のもとで研究員として
研鑽を重ねられました。この間，現在では世界中の藻類研究者
が使用している海水栄養補強培地 PES培地と PESI培地，さ
らにASP系の数々の人工合成培地を開発されました。帰国後
に先生がなされた研究は，海藻類の栄養生理学，分類学，発生
学等を含む広範囲な分野に及んでおり，その多くは実験室内で
の厳密な培養実験のもとでの海藻類の詳細な観察から生み出さ
れたものでした。そのために，高い精度で温度と日長の制御が
できる培養庫を独自に設計・作製され，また，試験管やシャー
レで培養している海藻類を観察できる汎用の倒立顕微鏡の製作
に携われたことも特筆に値します。
　栄養生理学的研究では，紅藻類の成長にはビタミンB12が必
須であることを明らかにし，また，緑藻マキヒトエなどが無菌
培養によって形態形成が異常となり，単細胞化する事実を発見
され，正常な形態形成に必要とされる未知の物質の探索に取り

組まれました。この研究は後に日本人研究者に受け継がれ，こ
の形態形成物質が海洋細菌から単離され，タルシンと名付けら
れました。これらの研究は，海洋において様々な海藻やバクテ
リアが複雑に相互作用を受けながら生育しており，そのような
環境において個々の種に固有の形態形成が促進されることを示
す先駆的なものでありました。
　海藻類は陸上植物とは異なり，極めて複雑で多様な生活史を
もっていますが，培養実験を通した海藻類の生活史の解明にお
いても，優れた業績を残されてきました。その一つは，緑藻モ
ツキヒトエの有性生殖を伴う異型世代交代の生活史を発見され
たことです。従来からヒトエグサ属として記載されていた分類
群は，異型世代交代，同型世代交代，世代交代のないものを含
んだ全く異質な種群であり，少なくとも 5群に分けるべきこと
を明らかされ，ヒトエグサ属における分類の基礎を築かれまし
た。さらに，褐藻カヤモノリ科植物の生活史の解明に努め，野
外で観察される藻体が雌雄の配偶体であり，従来異種として認
識されていた微小殻状藻がそれらの胞子体世代であることを明
らかにし，また，同型の雌雄配偶子の受精過程も詳細に観察・
記載されました。
　これらの研究により，厳密な環境制御条件下での培養が重要
であることを海藻研究者が認識し，わが国の海藻培養研究を世
界的な水準に発展させたことは言うまでもありません。併せて，
舘脇先生はこのような海藻培養法と培養設備を駆使し，室蘭に
来た大学院生や若手研究者の研究指導に尽力され，多くの人材
を育てられました。
　海藻培養法を確立し，形態形成要因を解明することは舘脇先
生が最も精力を注がれた研究ですが，紅藻類の単離・無菌培養
法の開発は先生の鋭い観察眼と着想，そしてすぐに実験によっ
て確かめる先生の研究スタイルが如実に現れています。放出さ
れた紅藻不動胞子を母藻とともに同じ容器に入れておくと，着
生発芽が著しく遅れることに着目し，各種の母藻抽出液を用い
た胞子洗浄液を作り，それまでは困難であった紅藻類の単藻無
菌培養に成功されました。この研究を発展させ，無菌二藻培養
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により海藻類が持つ他感作用物質，特に高度不飽和脂肪酸の生
理活性を実証されました。この成果は，海洋生態学の分野で重
要な海藻の化学的生存戦略と密接に関連し，さらに海の砂漠化
とよばれる磯焼け現象を，その地帯に優先的に生育する石灰藻
による成長阻害誘導という観点から明らかにする新しい研究分
野の開拓にもつながってきています。
　海藻の持つ特異な性質を活かした研究として，多核管状緑藻
ハネモ属植物のプロトプラストからの細胞再生と形態形成が挙
げられます。ハネモ属の異なる種から採取したプロトプラスト
同士を融合させ，人為的に雑種を形成する研究は，舘脇先生な
らではのユニークな発想と実験手法が発揮されています。また，
海藻を培養する際に珪藻類の繁殖を防ぐ目的でしばしば用いら
れる二酸化ゲルマニウムが褐藻類の成長を阻害する事実を見い
だし，その原因として細胞壁中に存在するフコイダン層とアル
ギン酸層の配列崩壊によることを組織化学的に明らかにされて
います。さらに，紅藻ダルス目植物の雌性配偶体が数細胞から
なる矮小体で外生的な卵細胞を有することに着目し，他の多く
の紅藻類では困難であった受精過程を組織化学的な手法で詳
細に観察し，紅藻類の受精機構を理解するためのモデルを創出
されるなど，海藻の研究分野で不明のまま放置されていた難問
を数多く解決されました。これらの研究は，先生がいかに海藻
類の生活と特性を熟知し，常識にとらわれず様々な方向から問
題を解こうと柔軟に考える研究者であったことを物語っており，
それゆえに藻類学の範疇を越えて植物生理学や細胞生物学，生
化学等の分野へも発展する研究の基礎を築かれたことは疑いよ
うがありません。 
　舘脇先生は，基礎研究だけではなく，海藻資源の有効利用
と重要性，特に食品としての価値についても注目され，大規模
なアンケートを実施し，コンブの過食によるヨウ素過剰摂取が
甲状腺疾患を増加させるけれども，適正量のコンブ食は消化器
系疾患を減少させることを統計的に明らかにし，適正摂取量を
守った海藻の機能性食品としての有効性についての啓発・普及
活動に努められました。また，無菌化した珪藻各種の餌料によ
る毒化ホタテ貝の減毒実験などにみられるように，応用面での
研究も幅広く推進されました。
　先生は大学内外でも多方面にご活躍されました。北海道大学
理学部附属海藻研究施設長として，同研究施設の研究・実習
設備の充実を図り，わが国の海藻培養研究の中心として発展さ
せてこられました。また，同理学研究科生物学専攻の大学院生
や他研究機関の多くの研究者の研究指導はもとより，全国臨海
実験所所長会議主催の公開臨海実習を通じ，他大学学生に対
する教育にも力を注がれました。学外では，日本藻類学会評議
員・編集委員および幹事，日本植物学会編集委員・学会奨励賞
選考委員，日本学術振興会特別研究員等審査専門委員，噴火
湾談話会会長などを務められました。また，苫小牧公害対策審
議会委員，胆振海岸環境基本計画協議会委員，室蘭市海洋空
間総合利用推進会議委員・国際技術協力推進会議委員等を歴
任され，地方都市の整備・発展に多大な貢献をされました。
　札幌の本学から遠く離れた室蘭の海藻研究施設での日々の研

究活動とは別に，舘脇先生は絵画と写生を愛され，なかでも植
物画は芸術の域に達しておられました。「北海道の道草をスケッ
チする～とくに帰化植物をみつめて」というタイトルで，先生
が描かれた水彩画とその解説文が 2005年 11月から 2ヶ月の
間北海道大学旧理学部の建物であった総合博物館で展示され
ました。また，2007年 9月には，名寄市の北国博物館で「野
の花 100点スケッチ展」が開催され，先生の作品が生地でも披
露されました。
　晩年は，コンブ食により大腸ポリープを克服されたご自身の
実体験に基づき，海藻食の有効性とその根拠について調査・研
究を続けられ，その成果を「私の海藻食論」（https://ir.kochi-u.
ac.jp/dspace/bitstream/10126/5322/1/kuro7-2Tachi.pdf  から
ダウンロードできます）としてまとめられました。これが舘脇
先生の絶筆となってしまいました。
　優れた研究業績と学術の進歩と発展，学生の教育と人材育成，
地域への貢献を含む顕著な功績に対し，先生には瑞宝小綬章が
叙勲されました。
　最後に，舘脇先生のご逝去を悼み，心からご冥福をお祈りい
たします。
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